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(57)【要約】
【課題】射出成形システムにおいて、成形品を分別する
装置における処理の負荷を軽減して、生産効率のよい射
出成形システムを構築する。
【解決手段】設定された射出成形機の動作条件に基づい
て成形される成形品の画像関連情報と、画像取得手段に
よって取得された成形品画像とに基づいて、搬送手段に
よって搬送されてくる成形品の種類を識別して分別する
。これにより、成形品識別手段における処理において、
候補となる画像を絞り込むことが可能となるため、成形
品識別手段における処理の負荷を軽減して、生産効率の
よい射出成形システムを構築することが可能となる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め設定された動作条件に基づいて成形品を生産する複数の射出成形機と、
　生産された該成形品を搬送する搬送手段と、
　前記射出成形機の動作条件と、該動作条件に対応し、該動作条件によって成形される成
形品の画像関連情報の組を、成形品の種類毎に記憶する記憶手段と、
　成形品を分別する成形品分別部と、を有し、
　該成形品分別部は、
　該搬送手段で搬送された前記成形品の画像を取得する画像取得手段と、
　前記画像取得手段によって取得された成形品画像と、前記記憶手段に記憶された成形品
の画像関連情報とによって、搬送された成形品の種類を識別する識別情報を生成する成形
品識別手段と、
　該成形品識別手段が生成する識別情報に基づいて搬送された前記成形品を分別する成形
品分別手段と、
を有することを特徴とする射出成形システム。
【請求項２】
　前記射出成形機は、
　それぞれ前記記憶手段と、
　前記動作条件を設定する設定手段と、を備え、
　前記記憶手段には、前記画像関連情報として、前記動作条件によって成形される成形品
の画像情報が記憶されており、
　前記設定手段によって設定された動作条件に対応する成形品の画像情報を前記成形品識
別手段に設定する
ことを特徴とする請求項１記載の射出成形システム。
【請求項３】
　前記射出成形機と前記成形品識別手段とを集中管理する集中管理装置を更に有し、
　該集中管理装置は、
　前記記憶手段と、
　いずれかの前記射出成形機に前記動作条件を設定する設定手段と、を備え、
　前記記憶手段には、前記画像関連情報として、前記動作条件によって成形される成形品
の画像情報が記憶されており、
　該設定手段によって設定された動作条件に対応する成形品の画像情報を前記成形品識別
手段に設定する
ことを特徴とする請求項１記載の射出成形システム。
【請求項４】
　前記射出成形機は、
　それぞれ前記記憶手段と、
　前記動作条件を設定する設定手段と、を備え、
　前記記憶手段には、前記画像関連情報として、前記動作条件によって成形される成形品
の識別子が記憶されており、
　前記成形品分別部は、
　前記識別子に対応した成形品の画像情報を記憶する画像情報記憶手段をさらに備え、
　前記設定手段によって設定された動作条件によって成形される成形品の識別子に対応す
る前記画像情報記憶手段に記憶された成形品の画像情報と、前記画像取得手段によって取
得された成形品画像とに基づいて前記成形品を識別することを特徴とする請求項１記載の
射出成形システム。
【請求項５】
　前記射出成形機と前記成形品識別手段とを集中管理する集中管理装置を更に有し、
　該集中管理装置は、
　前記記憶手段と、
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　いずれかの前記射出成形機に前記動作条件を設定する設定手段と、を備え、
　前記記憶手段には、前記画像関連情報として、前記動作条件によって成形される成形品
の識別子が記憶されており、
　前記成形品分別部は、
　前記識別子に対応した成形品の画像情報を記憶する画像情報記憶手段をさらに備え、
　前記設定手段によって設定された動作条件によって成形される成形品の識別子に対応す
る前記画像情報記憶手段に記憶された成形品の画像情報と、前記画像取得手段によって取
得された成形品画像とに基づいて前記成形品を識別することを特徴とする請求項１記載の
射出成形システム。
【請求項６】
　前記成形品識別手段または前記成形品分別手段のいずれか一方は、分別した成形品の種
類毎に該成形品の数量を計数する計数手段を有し、
　該計数手段によって計数された成形品の数量が予め設定された数量に達すると、該成形
品を生産する射出成形機に予め設定された指令を出力することを特徴とする請求項１～５
のいずれかに記載の射出成形システム。
【請求項７】
　前記予め設定された指令は、運転停止指令、警報出力指令、画面への警報メッセージ表
示指令の内、少なくともいずれかの指令であることを特徴とする請求項６記載の射出成形
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は射出成形システムに関し、特に複数の射出成形機からの成形品を分別する機構
を備える射出成形システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　射出成形工場において、射出成形機で成形された成形品を箱詰めや整列などの作業を行
う場合には、ロボット等を使用してそれぞれの射出成形機ごとに行われることが通常であ
る。しかしながら、射出成形機毎にロボット等を設けると、設備やメンテナンスのための
費用が高価となったり、設置のためのスペースが多く必要となってしまう場合がある。
【０００３】
　特許文献１には、費用や設置スペースを減少させるために、複数台の射出成形機を配置
した射出成形機物流システムにおいて、複数台の射出成形機から取り出された品物をひと
つのコンベアによって搬送し、形状認識装置や重量による判別装置、温度測定装置によっ
て、それぞれの射出成形機から取り出された品物を判別する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平４－３３０９７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に開示されている技術は、形状認識装置を用いて形状の差異による分別を行
ってはいるが、形状認識装置に対して基準となる形状データの送付などを行っているわけ
ではない。このため、形状認識装置において搬送されてくる可能性が有る全ての種類の成
形品の候補画像の中から分別を行う必要がり、形状認識装置における処理において大きな
負荷がかかるおそれがあった。対策として、形状認識装置の処理を減らすために、成形品
の種類が変わる度に形状認識装置に実際の成形品の形状を認識させて基準となる形状デー
タを作成しても良いが、特に多品種少量の生産を行う場合には、頻繁に形状データを作成
する必要があり手間がかかるという課題もあった。
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【０００６】
　そこで本発明は、複数の射出成形機からの成形品を分別する機構を備える射出成形シス
テムにおいて、成形品を分別する装置における処理の負荷を軽減して、生産効率のよい射
出成形システムを構築することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願の請求項１に係る発明では、予め設定された動作条件に基づいて成形品を生産する
複数の射出成形機と、生産された該成形品を搬送する搬送手段と、前記射出成形機の動作
条件と、該動作条件に対応し、該動作条件によって成形される成形品の画像関連情報の組
を、成形品の種類毎に記憶する記憶手段と、成形品を分別する成形品分別部と、を有し、
該成形品分別部は、該搬送手段で搬送された前記成形品の画像を取得する画像取得手段と
、前記画像取得手段によって取得された成形品画像と、前記記憶手段に記憶された成形品
の画像関連情報とによって、搬送された成形品の種類を識別する識別情報を生成する成形
品識別手段と、該成形品識別手段が生成する識別情報に基づいて搬送された前記成形品を
分別する成形品分別手段と、を有することを特徴とする射出成形システムが提供される。
【０００８】
　請求項１に係る発明では、射出成形機の動作条件と、動作条件に対応し、動作条件によ
って成形される成形品の画像関連情報の組を記憶手段に記憶しておき、画像取得手段によ
って取得された成形品画像と、記憶手段に記憶された成形品の画像関連情報とによって、
搬送された成形品の種類を識別して、成形品を分別する。あらかじめ記憶手段に記憶され
ている動作条件に対応する成形品の画像関連情報を用いて、画像取得手段によって取得さ
れた成形品画像との比較を行うことができるため、成形品識別手段における処理において
、候補となる画像を絞り込むことが可能となる。これにより、成形品識別手段における処
理の負荷を軽減して、生産効率のよい射出成形システムを構築することが可能となる。ま
た、動作条件の設定動作に連動して、成形品識別手段への成形品の画像関連情報を設定す
ることができるため、操作者の操作の手間と設定ミスを減少させることが可能となる。な
お、本発明における成形品の画像関連情報としては、成形品の画像情報そのものや、画像
情報の識別子、その他成形品の画像に関連する情報を用いることが可能である。
【０００９】
　本願の請求項２に係る発明では、前記射出成形機は、それぞれ前記記憶手段と、前記動
作条件を設定する設定手段と、を備え、前記記憶手段には、前記画像関連情報として、前
記動作条件によって成形される成形品の画像情報が記憶されており、前記設定手段によっ
て設定された動作条件に対応する成形品の画像情報を前記成形品識別手段に設定すること
を特徴とする請求項１記載の射出成形システムが提供される。
【００１０】
　請求項２に係る発明では、それぞれの射出成形機に、動作条件によって成形される成形
品の画像情報が記憶された記憶手段を備え、動作条件に対応する成形品の画像情報を成形
品識別手段に設定することによって、成形品識別手段における処理において、候補となる
画像を絞り込むことが可能となる。したがって、成形品の種類が変更された場合において
も、直ちに成形品の種類に応じた分別を行うことが可能となり、成形品識別手段における
処理の負荷を軽減して、生産効率のよい射出成形システムを構築することが可能となる。
また、動作条件の設定動作に連動して、成形品識別手段への成形品の画像関連情報を設定
することができるため、操作者の操作の手間と設定ミスを減少させることが可能となる。
【００１１】
　本願の請求項３に係る発明では、前記射出成形機と前記成形品識別手段とを集中管理す
る集中管理装置を更に有し、該集中管理装置は、前記記憶手段と、いずれかの前記射出成
形機に前記動作条件を設定する設定手段と、を備え、前記記憶手段には、前記画像関連情
報として、前記動作条件によって成形される成形品の画像情報が記憶されており、該設定
手段によって設定された動作条件に対応する成形品の画像情報を前記成形品識別手段に設
定することを特徴とする請求項１記載の射出成形システムが提供される。
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【００１２】
　請求項３に係る発明では、集中管理装置に、動作条件によって成形される成形品の画像
情報が記憶された記憶手段を備え、動作条件に対応する成形品の画像情報を成形品識別手
段に設定することによって、成形品識別手段における処理において、候補となる画像を絞
り込むことが可能となる。成形品の種類が変更された場合においても、直ちに成形品の種
類に応じた分別を行うことが可能となるため、成形品識別手段における処理の負荷を軽減
して、生産効率のよい射出成形システムを構築することが可能となる。また、動作条件の
設定動作に連動して、成形品識別手段への成形品の画像関連情報を設定することができる
ため、操作者の操作の手間と設定ミスを減少させることが可能となる。
【００１３】
　本願の請求項４に係る発明では、前記射出成形機は、それぞれ前記記憶手段と、前記動
作条件を設定する設定手段と、を備え、前記記憶手段には、前記画像関連情報として、前
記動作条件によって成形される成形品の識別子が記憶されており、前記成形品分別部は、
前記識別子に対応した成形品の画像情報を記憶する画像情報記憶手段をさらに備え、前記
設定手段によって設定された動作条件によって成形される成形品の識別子に対応する前記
画像情報記憶手段に記憶された成形品の画像情報と、前記画像取得手段によって取得され
た成形品画像とに基づいて前記成形品を識別することを特徴とする請求項１記載の射出成
形システムが提供される。
【００１４】
　請求項４に係る発明では、それぞれの射出成形機に、動作条件によって成形される成形
品の識別子が記憶された記憶手段を備え、成形品識別手段は、識別子に対応した成形品の
画像情報を記憶する画像情報記憶手段を備え、動作条件に対応する成形品の識別子に対応
する成形品の画像情報と、画像取得手段によって取得された成形品画像とに基づいて成形
品を識別することによって、成形品識別手段における処理において、候補となる画像を絞
り込むことが可能となり、成形品の種類が変更された場合においても、直ちに成形品の種
類に応じた分別を行うことが可能となるため、成形品識別手段における処理の負荷を軽減
して、生産効率のよい射出成形システムを構築することが可能となる。また、射出成形機
と成形品識別手段とを結ぶ通信回線に流れる情報が識別子のみとなるため、大きな容量と
なることの多い画像情報を通信回線によって送信する必要がなくなり、通信回線の負荷が
軽減できる。さらに、動作条件の設定動作に連動して、成形品識別手段への成形品の画像
関連情報を設定することができるため、操作者の操作の手間と設定ミスを減少させること
が可能となる。
【００１５】
　本願の請求項５に係る発明では、前記射出成形機と前記成形品識別手段とを集中管理す
る集中管理装置を更に有し、該集中管理装置は、前記記憶手段と、いずれかの前記射出成
形機に前記動作条件を設定する設定手段と、を備え、前記記憶手段には、前記画像関連情
報として、前記動作条件によって成形される成形品の識別子が記憶されており、前記成形
品分別部は、前記識別子に対応した成形品の画像情報を記憶する画像情報記憶手段をさら
に備え、前記設定手段によって設定された動作条件によって成形される成形品の識別子に
対応する前記画像情報記憶手段に記憶された成形品の画像情報と、前記画像取得手段によ
って取得された成形品画像とに基づいて前記成形品を識別することを特徴とする請求項１
記載の射出成形システムが提供される。
【００１６】
　請求項５に係る発明では、集中管理装置に、動作条件によって成形される成形品の識別
子が記憶された記憶手段を備え、成形品識別手段は、識別子に対応した成形品の画像情報
を記憶する画像情報記憶手段を備え、動作条件に対応する成形品の識別子に対応する成形
品の画像情報と、画像取得手段によって取得された成形品画像とに基づいて成形品を識別
することによって、成形品識別手段における処理において、候補となる画像を絞り込むこ
とが可能となり、成形品の種類が変更された場合においても、直ちに成形品の種類に応じ
た分別を行うことが可能となるため、成形品識別手段における処理の負荷を軽減して、生
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産効率のよい射出成形システムを構築することが可能となる。また、射出成形機、集中管
理装置、及び成形品識別手段とを結ぶ通信回線に流れる情報が識別子のみとなるため、大
きな容量となることの多い画像情報を通信回線によって送信する必要がなくなり、通信回
線の負荷が軽減できる。さらに、動作条件の設定動作に連動して、成形品識別手段への成
形品の画像関連情報を設定することができるため、操作者の操作の手間と設定ミスを減少
させることが可能となる。
【００１７】
　本願の請求項６に係る発明では、前記成形品識別手段または前記成形品分別手段のいず
れか一方は、分別した成形品の種類毎に該成形品の数量を計数する計数手段を有し、該計
数手段によって計数された成形品の数量が予め設定された数量に達すると、該成形品を生
産する射出成形機に予め設定された指令を出力することを特徴とする請求項１～５のいず
れかに記載の射出成形システムが提供される。
　本願の請求項７に係る発明では、前記予め設定された指令は、運転停止指令、警報出力
指令、画面への警報メッセージ表示指令の内、少なくともいずれかの指令であることを特
徴とする請求項６記載の射出成形システムが提供される。
【００１８】
　請求項６及び７に係る発明では、分別した成形品の種類ごとに成形品の数量を計数する
計数手段を有し、計数された成形品の数量が予め設定された数量に達すると、射出成形機
に、運転停止指令、警報出力指令、画面への警報メッセージ表示指令等の予め設定された
指令を出力するようにしたことによって、射出成形機が無駄な数量の生産を行うことがな
くなる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明により、複数の射出成形機からの成形品を分別する機構を備える射出成形システ
ムにおいて、成形品を分別する装置における処理の負荷を軽減して、生産効率のよい射出
成形システムを構築することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１の実施形態における射出成形システムの構成図である。
【図２】本発明の第１の実施形態における射出成形システムのブロック図である。
【図３】本発明の第２の実施形態における射出成形システムの構成図である。
【図４】本発明の第２の実施形態における射出成形システムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
（第１の実施形態）
　以下、本発明の実施形態について図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明の実施形態における射出成形システムの構成図である。１０（１０ａ、
１０ｂ、１０ｃ）は射出成形機であり、３台が並列に配置されている。２０は搬送手段で
あって、３台の射出成形機１０のいずれとも交わるように配置されており、各射出成形機
１０において生産された成形品が搬送される。３０はカメラなどの画像取得手段であり、
搬送手段２０によって搬送されてくる成形品の画像を取得する。
【００２２】
　４２は成形品識別手段であり、画像取得手段３０において取得された成形品の画像が入
力される。また、成形品識別手段４２は各射出成形機１０（１０ａ、１０ｂ、１０ｃ）と
も接続されており、各射出成形機１０に記憶されている成形品の画像情報が入力される。
各射出成形機１０に記憶されている成形品の画像情報としては、実際に成形された成形品
をカメラ等で撮影して生成した画像を用いることもできるし、成形品の図面を基にして作
成したモデルを画像に変換したものでもよい。この際に用いられる図面やモデルとしては
、平面的な２次元のものでもよいし、立体的な３次元のものでもよい。また、画像情報は
モノクロのものでもよいし、色情報を加えてカラーのものでもよい。カラーの画像情報を
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用いた場合には、形状が同じで色が異なるものも識別することが可能となる。
【００２３】
　４４はロボット等の成形品分別手段であり、成形品識別手段４２における識別結果に基
づいて、成形品を分別して箱詰めや整列を行う。成形品分別手段４４としては、多関節ロ
ボットやパラレルリンク式のロボットが使用できる。パラレルリンク式のロボットを用い
た場合には、多量の成形品をより効率的に分別して箱詰めや整列を行うことが可能となる
。画像取得手段３０、成形品識別手段４２、成形品分別手段４４は互いに通信回線等で接
続されており、取得された画像や識別情報を相互に入出力できるように構成されている。
【００２４】
　図２は、本実施形態における射出成形システムのブロック図である。射出成形機（１０
ａ、１０ｂ、１０ｃ）は通信回線５０により成形品識別手段４２と接続されており、各射
出成形機１０に記憶されている成形品の画像情報は通信回線５０を経由して成形品識別手
段４２に入力される。画像取得手段３０と成形品識別手段４２との間、成形品識別手段４
２と成形品分別手段４４との間も通信回線５０により接続されている。また、本実施形態
においては、画像取得手段３０、成形品識別手段４２、成形品分別手段４４によって、成
形品分別部４０を構成している。
【００２５】
　次に、本実施形態の動作について説明する。各射出成形機１０においては、生産する成
形品の種類が変更されるたびに、通信回線５０を通じて成形品識別手段４２に対して成形
品の画像情報を送信する。成形品識別手段４２においては、送信された成形品の画像情報
を、図示しない内部記憶手段に記憶しておく。そして、搬送手段２０によって成形品が搬
送されてくると、画像取得手段３０によって搬送されてきた成形品の画像を撮影し、成形
品識別手段４２に送信する。成形品識別手段４２では、予め送信されてきている各射出成
形機からの成形品の画像情報と、画像取得手段３０から送信されてくる成形品の画像とに
基づいて、搬送されてきた成形品の種類を判別し、成形品の種類に関する情報を成形品分
別手段４４に送信する。成形品分別手段４４では、送られてきた成形品の種類に関する情
報に基づいて、搬送されてきた成形品を分別する。
【００２６】
　このような射出成形システムを構築することにより、従来のように射出成形機毎に画像
取得手段、成形品識別手段、成形品分別手段を設ける必要がなく、全体でそれぞれ最低１
セットずつ設ければよい。そのため、射出成形機毎に成形品の箱詰めや整列を行う手段を
設ける場合と比較して、安価に成形品の箱詰めや整列を行うことが可能となる。また、複
数の射出成形機で生産された成形品が１か所に集約されて、箱詰めされたり整列されたり
することによって、梱包や組み立てといった、箱詰めや整列の次の工程に移動させる作業
についても効率的に行うことができる。さらに、成形品識別手段における処理において、
候補となる画像を絞り込むことが可能となるため、成形品識別手段における処理の負荷を
軽減することも可能となる。
【００２７】
（第２の実施形態）
　図３は、別の実施形態における射出成形システムの構成図である。本実施形態において
、先の実施形態と異なっている点を説明すると、搬送手段２０の形状が異なっており、第
１の搬送手段２２と第２の搬送手段２４とから構成されている。各射出成形機１０で生産
されたそれぞれの成形品を、いったん第１の搬送手段２２（２２ａ，２２ｂ，２２ｃ）に
よって射出成形機１０の外に搬出した後、３台の射出成形機１０に共通の第２の搬送手段
２４によって搬送される。また、本実施形態においては集中管理装置６０を備え、各射出
成形機１０の動作条件と成形品の画像情報とを組として記憶している。また、集中管理装
置６０は各射出成形機１０、成形品識別手段４２との間を通信回線５０によって接続され
ている。さらに、成形品識別手段４２は画像情報記憶手段４６を備えている。
【００２８】
　図４は、本実施形態における射出成形システムのブロック図である。射出成形機（１０
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ａ、１０ｂ、１０ｃ）は通信回線５０により集中管理装置６０と接続されており、集中管
理装置６０と成形品識別手段４２との間も通信回線５０により接続されている。集中管理
装置６０には、各射出成形機１０の動作条件と画像情報の識別子とが組として記憶されて
いる。集中管理装置６０は、通信回線５０を経由して各射出成形機１０に動作条件を設定
し、設定された動作条件に対応した画像情報の識別子を成形品識別手段４２に設定する。
【００２９】
　成形品識別手段４２に備えられた画像情報記憶手段４６は、画像情報の識別子と対応さ
せて成形品の画像情報が記憶されている。そして、集中管理装置６０から画像情報の識別
子が送られてきた際には、画像情報の識別子に基づいて、画像情報記憶手段４６から成形
品の画像情報を読みだして、画像取得手段３０において取得された成形品の画像と比較し
て成形品の分別先を決定する。成形品分別手段４４は、成形品識別手段４２において決定
された成形品の分別先に基づいて、成形品を分別する。なお、本実施形態においては、画
像情報記憶手段４６は成形品識別手段４２の内部に設けられているが、成形品識別手段４
２の外部に画像情報記憶手段４６を設け、成形品識別手段４２と画像情報記憶手段４６と
を接続して、成形品識別手段４２が画像情報記憶手段４６から成形品の画像情報を読みだ
すようにすることもできる。本実施形態においては、画像取得手段３０、成形品識別手段
４２、成形品分別手段４４、画像情報記憶手段４６とによって、成形品分別部４０を構成
している。
【００３０】
　次に、本実施形態の動作について説明する。集中管理装置６０は、各射出成形機１０に
おいて生産する成形品の種類を変更しようとする際に、通信回線５０を通じて各射出成形
機１０に対して動作条件を設定するとともに、通信回線５０を通じて成形品識別手段４２
に対して成形品の画像情報の識別子を送信する。成形品識別手段４２においては、送信さ
れた成形品の画像情報の識別子に基づき、画像情報記憶手段４６から成形品の画像情報を
読みだして、図示しない内部記憶手段または画像情報記憶手段４６に記憶しておく。そし
て、搬送手段２０によって成形品が搬送されてくると、画像取得手段３０によって搬送さ
れてきた成形品の画像を撮影し、成形品識別手段４２に送信する。成形品識別手段４２で
は、図示しない内部記憶手段または画像情報記憶手段４６に記憶されている成形品の画像
情報と、画像取得手段３０から送信されてくる成形品の画像とに基づいて、搬送されてき
た成形品の種類を判別し、成形品の種類に関する情報を成形品分別手段４４に送信する。
成形品分別手段４４では、送られてきた成形品の種類に関する情報に基づいて、搬送され
てきた成形品を分別する。
【００３１】
　なお、第１の実施形態においては、各射出成形機１０に成形品の画像情報を記憶して、
通信回線５０を通じて成形品識別手段４２に成形品の画像情報を送信して、画像取得手段
３０で取得された成形品の画像と比較する例を説明し、第２の実施形態においては、集中
管理装置６０を備えて各射出成形機１０の動作条件を集中管理装置６０において設定し、
成形品識別手段４２に備えられた画像情報記憶手段４６に成形品の画像情報を記憶してお
き、集中管理装置６０から送信された画像情報の識別子に対応する成形品の画像情報を画
像情報記憶手段４６から読みだして、画像取得手段３０で取得された成形品の画像と比較
する例を説明したが、これらは適宜組み合わせて構成することも可能である。一例として
、図２に示された第１の実施形態において、成形品識別手段４２に画像情報記憶手段４６
を備えて成形品の画像情報を記憶しておき、各射出成形機１０から画像情報の識別子を送
信することもできるし、図４に示された第２の実施形態において、集中管理装置６０に各
射出成形機１０の成形品の画像情報を記憶しておき、集中管理装置６０から通信回線５０
を通じて成形品識別手段４２に成形品の画像情報を送信して、画像取得手段３０で取得さ
れた成形品の画像と比較することもできる。
【００３２】
　また、成形品識別手段４２または成形品分別手段４４に図示しない計数手段を備え、成
形品識別手段４２において成形品を識別した際や、成形品分別手段４４において成形品を
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分別して箱詰めや整列を行う際に、計数手段によって成形品の種類毎に数量を計数するよ
うにすることもできる。その際には、成形品の種類毎に生産数を設定しておき、成形品の
種類毎に、成形品の数量が設定された生産数に達した際には、その成形品を生産する射出
成形機１０に対して運転停止指令、警報出力の指令、画面への警報メッセージ表示指令等
の指令を出力して、射出成形機１０において、運転停止、警報出力、表示画面での警報メ
ッセージの表示を行うようにする。これにより、各射出成形機１０が無駄な数量の生産を
行うことがなくなる。
【符号の説明】
【００３３】
　１０　射出成形機
　２０　搬送手段
　２２　第１の搬送手段
　２４　第２の搬送手段
　３０　画像取得手段
　４０　成形品分別部
　４２　成形品識別手段
　４４　成形品分別手段
　４６　画像情報記憶手段
　５０　通信回線
　６０　集中管理装置

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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